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「「地地域域密密着着型型金金融融推推進進計計画画」」進進捗捗状状況況  

（（平平成成１１７７年年度度～～１１８８年年度度通通期期））  

 

 

平成１７年８月に公表しました「地域密着型金融推進計画」の 

１７年４月～１９年３月までの進捗状況をご報告いたします。 

 

 
 



三島信用金庫 

事事事業業業再再再生生生・・・中中中小小小企企企業業業金金金融融融ののの円円円滑滑滑化化化   

○実施スケジュール 
（１）創業・新事業支援等機能の強化 

 ・中小企業診断士のノウハウを活用して起業、事業展

開に資する情報の提供、成長段階に応じた支援をして

いくとともに、お取引先の中小企業新事業活動促進法

申請に対し積極的に支援する。 

 ・営業店を通じ中小企業の経営革新の必要性を啓蒙し

ていく。 

（２）取引先企業に対する経営相談・支援機能の強化 

 ・要注意先債権等のうち、原則として与信残高が２億

円以上かつ経営者の改善意欲が高いと判断される先

を６３先抽出して経営改善に取組む。 

・営業店は、融資・営業役席および担当者が一人一社

の改善先を選定し、経営改善計画書の策定を支援す

○進捗状況 
（１）創業・新事業支援等機能の強化 

・中小企業新事業活動促進法の申請をするお取引先に

対して支援を行い、１７年度１２社、１８年度２８

社が承認されました。現在、1 社が申請中で８社に

対して取組みの支援をしています。 

・商工会や当金庫のお取引先組織(同友会)を対象に経

営革新研修や業種別勉強会を実施しました。 

（２）取引先企業に対する経営相談・支援機能の強化  

・選定された６３のお取引先の改善計画書の策定か

らモニタリングまで営業店とともに経営改善に取

組みました。 

・営業店の担当とした１１９のお取引先への経営改

善支援に取組み、経営サポート室が臨店指導を年２



三島信用金庫 

る。 

（３）事業再生に向けた積極的取組み 

 ・静岡県中小企業再生支援協議会と連携し、お取引先

の再生計画案の作成を支援する。また、静岡中小業支

援ファンドを活用し、事業再生に取組む。 

 

（４）担保・保証に過度に依存しない融資等の推進 

 ・スコアリング（評点）モデルを基本とした無担保・

第三者保証のない商品を開発、販売する 

回実施して改善度合いを確認いたしました。 

（３）事業再生に向けた積極的取組み 

 ・静岡中小企業支援２号ファンドへ新たに出資すると

ともに、ファンドを活用した債権買取型案件を２

件、エクイティ型を１件実行しました。 

（４）担保・保証に過度に依存しない融資等の推進 

・１８年４月以降に取扱いを開始した無担保、第三者

保証不要の融資商品「お隣さん」、「スーパーゲット

Ⅱ、Ⅲ」、「Ｆローン」の 3商品合計で、１，７５５

件、１４１億円を実行しました。 

 

 

 

 



三島信用金庫 

 ・商工会議所、商工会、法人会（商工会議所等）と連

携し、会員事業所に対し優遇融資する「ビジネスロー

ン」を地区内の商工会議所等に積極的にＰＲする。 

 ・シンジケートローンの取扱先を信金中金と連携して

拡大する。 

（５）顧客への説明態勢の整備等、相談苦情処理機能の

強化 

 ・「与信取引に関する顧客への説明態勢」に係る規程、

要領等を見直し、改訂する。 

 ・苦情内容の分析とこれに対応する職員研修を実施す

る。 

 

 

 

 

 ・当庫営業店の所在地のすべての商工会議所、商工会、

法人会を訪問し、１８団体中１７団体とビジネスロ

ーンの契約を締結いたしました。 

 ・沼津市のＰＦＩ事業に対して、周辺信用金庫とシン

ジケートローンで対応することに決定しました。 

（５）顧客への説明態勢の整備等、相談苦情処理機能の

強化 

・１８年１０月に規程、要領を改訂するとともに、説

明方法の明確化と説明能力向上のため「貸出関係説

明マニュアル」を作成し、全店に配布しました。 

・１８年９月に全営業店を訪問し、苦情についての内

容調査と再発防止について指導しました。 

・「不公正取引の防止」の観点から、コンプライアン

ス研修及び「優越的地位の乱用防止の事例研究」に

ついて周知・啓蒙に努めました。 
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（６）人材の育成 

 ・企業の将来性、技術力を的確に評価できる能力（「目

利き」能力）、経営支援の能力の向上など、事業再生・

中小企業金融の円滑化に向けた人材育成に取組む。 

６）人材の育成 

・各種研修に職員を派遣するとともに、経営サポート

室による「企業診断セミナー」「企業再生支援講座」

等を継続的に開催しております。 
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経経経営営営力力力ののの強強強化化化   

○実施スケジュール 
（１）リスク管理態勢の充実 

 ・自己資本比率の算出方法を検証するとともに、開示

項目の拡充を検討する。 

 

（２）収益管理態勢の整備と収益力の向上 

 ・企業信用格付けの定着を図り、格付けを活用した審

査体制及び専決権限委譲を検討する。 

 

（３）ガバナンスの強化 

 ・主要会員取引先に対する説明および意見吸収を行う。

  

・半期ディスクロージャー誌の開示項目を見直す。 

 

○進捗状況 
（１）リスク管理態勢の充実 

・新ＢＩＳ規制における信用リスク計測方法を標準的手

法とし、新ＢＩＳ基準での自己資本比率試算の準備を

いたしました。 

（２）収益管理態勢の整備と収益力の向上 

・格付ランクＣＲＤスコアリングモデルを審査基準とし

て、店長決裁権限を拡大することにより、審査の合理

化と迅速化を図りました。 

（３）ガバナンスの強化 

・ディスクロージャー誌に総代会制度について記載す

るとともに、アンケートを実施しました。 

・１８年度の半期ディスクロージャー誌においては、

損益状況の開示を追加することとしました。 
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（４）法令等遵守態勢の強化 

 ・コンプライアンス担当者研修会を実施する。 

・勉強会実施報告に基づく臨店指導・教育を行う。 

 

 

（５）ＩＴの戦略的活用 

 ・オンラインネットワークの再構築、オンライン制御

装置を更新する。 

・ＩＣキャッシュカードの導入を検討する。 

 

 

（６）信金中央金庫の機能強化 

 ・当金庫の有価証券ポートフォリオ分析を信金中央金

庫に依頼する。 

（４）法令等遵守態勢の強化 

・法令等遵守に関する各種勉強会、研修会を実施、役職

員の意識向上を図っています。 

・役員が全店を臨店し、コンプライアンスの指導を実施

しました。 

（５）ＩＴの戦略的活用 

・情報統合システム基盤（ＤＷＨ）を導入しました。 

・オンラインネットワークを再構築し、制御装置の更改

を行いました。 

・ＩＣキャッシュカードは１９年度上期の導入を決定し

ました。 

（６）信金中央金庫の機能強化 

・１８年１月、１９年２月に信金中央金庫による有価証

券ポートフォリオ分析を実施しました。 

 



三島信用金庫 

地地地域域域ののの利利利用用用者者者ののの利利利便便便性性性向向向上上上   

○実施スケジュール 
（１）地域貢献等に関する情報開示 

・ディスクロージャー誌により地域貢献等に関する情報

を開示する。  

 

（２）地域利用者の満足度を重視した金融機関経営の確立

・「利用者満足度調査」の結果を受けた経営改善策を検

討する。 

（３）地域再生推進のための各種施策と連携等 

 ・地域活性化に向けた各種プロジェクトに参画し、情報

提供、提言等を行う。 

○進捗状況 
（１）地域貢献等に関する情報開示 

・ディスクロージャー誌、ミニ・ディスクロージャー誌

にて、当金庫の地域経済活性化への取組みを説明しま

した。 

（２）地域利用者の満足度を重視した金融機関経営の確立 

・１７年度のアンケート結果に基づき、窓口発券機の導

入等を決定しました。１８年度は、アンケートを９月、

１０月に実施し、１９年２月に公表しました。 

（３）地域再生推進のための各種施策と連携等 

・プロジェクトの告知、ＰＲを図ると共に、伊豆全体を

活動範囲としているプロジェクトにも積極的に参画

しています。 
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通通通期期期数数数値値値目目目標標標   

◎１７年度数値目標 

・ スコアリングモデルを基本とした無担保、第三者保証

なしの融資商品「Ａクイック」を１７年度中に１０億

円以上実行する。 

 

◎１７～１８年度数値目標 

・経営支援先のランクアップ ４８先 

 

・中小企業新事業活動促進法の「新連携」「経営革新」申

請の支援を２４件取り扱う。 

 

・無担保、第三者保証不要のご近所支援ローン「お隣さん」

を新設し、１，０００件以上の融資を実行する。 

 

◎１７年度目標実績 

・「Ａクイック」を１７年度中に１２億６４百万円実行し

ました。 

 

 

◎１７～１８年度目標実績 

・経営支援先のランクアップ実績は、２８先となりました。 

 

・「新連携」「経営革新」は、２８件が承認となり、１件が

申請中です。また、８件に対して申請、承認に向けての

サポートをしています。 

・ 「お隣さん」は１９年３月末で１，０９６件、３５億

４０百万円を実行しました。 
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・格付結果を審査基準とした無担保、第三者保証不要の融

資商品「スーパー・ゲットⅡ」を新設し、１０億円以上

の融資を実行する。 

・「スーパー・ゲットⅡ」をリニューアルした後継商品「ス

ーパー・ゲットⅢ」を１０月から発売し、１９年３月ま

でに３０億円以上の融資を実行する。 

・「スーパー・ゲットⅡ」は５４億２７百万円を実行しま

した。 

 

・「スーパー・ゲットⅢ」は４８億５６百万円を実行し、

「スーパー・ゲットⅡ、Ⅲ」の合計では、５７６件、 

１０２億８３百万円の実績となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・中小企業診断士を業種別担当者として配置し、そのノウ
ハウを活用して起業、事業展開に資する情報を提供、成長
段階に応じた支援をしていく。
・取引先の中小企業新事業活動促進法申請に対し積極的
に支援する。
・営業店を通じ中小企業の経営革新の必要性を啓蒙してい
く。
・「支援強化ネットワーク」（しずおか産業創造機構）、「しず
おかスタートアップファンド」等を積極的に活用する。
・三島商工会議所との連携を強化するため「三島地区中小
企業支援連絡会」の開催を継続する。
・中小企業支援センターへ創業・新事業案件を積極的に持
ち込む。
・静岡県工業技術センター、県内大学、国立沼津高専と連
携し、情報交換を行う。
・しずおかベンチャーサポート（ＳＶＳ）の活用により取引先
の販路拡大を支援する。

・ 中小企業新事業活動促進法承認は、取引先への申請支援活動により　１４件承認となりました。
・ 「支援強化ネットワーク」の専門家派遣制度を利用し、上半期に引き続き１社に対し専門的アドバイス
を実施しました。
・ 三島・富士商工会議所の「エキスパートバンク」の専門家派遣制度を利用し、５社に対し専門的アド
バイスを実施しました。
・ (社)中小企業診断協会静岡県支部と専門家派遣など業務連携に関する覚書を締結しました。
・ 18年11月に熱海・伊東・下田の3つの商工会議所、東伊豆町・河津町・南伊豆町の3つの商工会を訪
問し、経営革新等支援の連携を図りました。
・ 19年2月・3月に(財)しずおか産業創造機構の経営革新担当者を招聘し、経営革新計画申請先2社を
各1回個別訪問し相談会を実施しました。
・ 18年12月・19年3月に当金庫営業店事業所組織（さんしん同友会）に対し、各1回「業種別勉強会（製
造業、建設業）」を開催しました。
・ 18年12月に沼津高専が主催する「静岡県東部テクノフォーラムin沼津高専」に当金庫取引先2社を紹
介し、産学連携を強化しました。
・ 19年1月に沼津高専の「地域共同テクノセンター」を取引先2社に紹介し、技術的支援に対して産学官
連携を実施しました。
・ 三島商工会議所との「三島地区中小企業支援連絡会」を2回開催し、情報交換を実施しました。

・「さんしんチャレンジクラブ」、「しずおかベンチャーサポー
ト」の活用を図りビジネスマッチングやＭ＆Ａの成約をめざ
す。
・「さんしんニュース」の内容を充実させる。
・商工団体、信金中金、信金キャピタル、外部専門家等か
らの情報収集や連携強化を図り、経営相談、地域金融人
材育成を支援していく。
･要注意先債権等のうち、原則として与信残高が2億円以上
かつ経営者の改善意欲が高いと判断される先を抽出して
経営改善に取り組む。
・営業店は、融資･営業役席および担当者が一人一社の改
善支援先を選定し、経営改善計画書の策定を支援する。
・「延滞・赤字・書換先等債務者」についての金庫内ヒアリン
グを実施し、取引先の実態把握と経営支援策を検討、指示
する。
・中小企業再生サポートシステム（ＣＳＳ）を活用し営業店に
経営診断書を配布、取引先への経営改善支援をサポート
する。
・要注意先債権等の健全債権化の強化における実績（具
体的な取組み体制・先数・内容・ランクアップ数等）を取りま
とめ、公表の方法を検討する。

・ 三島商工会議所との「三島地区中小企業支援連絡会」の会合を2回持ち、情報交換を行いました。
・ 10月、しずおか新産業技術フェア２００６」を取引先に紹介し、1社が出店参加しました。
・ 11月、第2回しんきんビジネスマッチング「ビジネスフェア２００６」を取引先に紹介し2社が参加しまし
た。
・ 11月、第20回「東京ビジネスサミット」を取引先に紹介し14社が参加しました。
・ 11月、㈱イズ・プランニング 代表取締役 寺田徹郎氏を講師に招き「活き活き会社は幹部の心改革か
ら」と題して経営小セミナーを開催。中小企業経営者17名が参加しました。
・ 2月、当金庫大村理事長が講師を務め「ユーザーから見た旅館経営（顧客は何を求めているか）」と
題して経営小セミナーを開催。伊東地区44名、下田地区44名の中小企業経営者が参加しました。
・ 2月と3月に三島商工会議所の「エキスパートバンク」制度を活用し、取引先2社に専門家を派遣しアド
バイスを行いました。
・　3月、経営相談機能強化と地域経済活性化を目的として（社）中小企業診断協会静岡県支部と業務
提携に関する覚書を締結しました。
・ 17年度に引続きランクアップに向け、当金庫経営陣を含め関係部署にて選定された63先の経営改善
支援に取組みました。取組先の改善意欲にばらつきがあり一律的な対応はできないが、改善計画書
の策定支援からモニタリングまで精力的に活動しました。
・ 営業店の担当として選定した119先に対しても経営改善支援に取組んでおり、19年2・3月には経営サ
ポート室職員による4度目の臨店指導を実施し、改善度合いの進捗状況の確認を行いました。
・ 経営診断書を作成し取引先の現状分析や経営改善支援のサポートを行う中小企業再生サポートシ
ステム（ＣＳＳ）の周知徹底を図りました。
・ 19年3月融資役席を対象に、経営再生・改善支援スキルの向上を目的として、TKC会員の石渡清和
税理士を講師に招き「企業再生支援講座」を開催しました。
・18年11月に発刊した平成18年半期ディスクロージャー誌「さんしんレポート（2006.9.30）」では「金融再
生法に基づく開示債権の実績」を公表しました。併せてホームページにも掲載しました。

「地域密着型金融推進計画」の進捗状況（１８年度下期）

（２）取引先企業に対する経営
相談・支援機能の強化

進捗状況実施スケジュール項目

１．事業再生・中小企業金融の円滑化

（１）創業・新事業支援機能等
の強化

三島信用金庫



進捗状況実施スケジュール項目

・再生支援実績・再生ノウハウを取りまとめ公表する。 ・ 再生ファンドの活用を視野に入れた見込先の選定を継続的に行っています。
・ 静岡県中小企業再生支援協議会への持込案件2件（①18年11月、第一回支援会議実施＜持込金融
機関：静岡中央銀行＞、②19年3月、協議会へ持込し協議中＜金庫持込＞）に対し対応中です。共に
再生ファンドを活用した再生を予定しています。
・ 19年2月、中小企業再生支援セミナー（主催：中小企業庁）に参加し、企業再生のノウハウ蓄積を図り
ました。
・平成18年11月発刊の平成18年9月期ディスクロージャー誌に「経営改善取り組み事例（旅館業）」を公
表しました。併せてホームページにも掲載しました。

①担保・保証に過度に依存
しない融資の推進

・新保証制度を利用した法人・個人に対する新商品を提供
する。
・保証協会と連携した保証制度を研究開発する。

・１８年４月より取扱開始した無担保、第三者保証不要のご近所支援ローン「お隣さん」は、３月末現在
１０９６件、３，５４０百万円を実行しました。
・１８年４月より取扱開始した、格付結果を審査基準とした無担保、第三者保証不要の融資商品「スー
パー・ゲットⅡ」は、１０月からは「スーパー・ゲットⅢ」と名称を変更し、３月末現在Ⅱ、Ⅲ合算して５７６
件、１０，２８３百万円実行しました。
・１８年９月より販売開始したオリックスの保証を付した、無担保第三者保証なしの新商品「Ｆローン」
は、３月末現在８３件、２９１百万円を実行しました。

②中小企業の資金調達手
法の多様化等

・ノンリコースローンの開発を行う。
・スコアリングモデルを活用した高リスク先への商品を開発
する。

・ＴＫＣ静岡会との提携商品「ＴＫＣローン」は、１８年11月から取扱を開始しましたが、取扱実績はありま
せんでした。
・19年1月、全東伊豆及び南伊豆地域の商工会議所・商工会と提携商品「メンバーズローン」の取扱を
開始しました。
・オリックス（株）との提携商品「Ｆローン」は、１９年３月末現在83件、291百万円の取扱となりました。
・19年2月から、アプラスとの消費性提携商品「Ｄｕｏ(デュオ)」の取扱を開始したところ、3月末日現在、
1,054口座の販売となりました。

・臨店により営業店の説明態勢と苦情処理態勢の指導を
する。
・規程・要領・マニュアル・パンフレット・契約書を見直す。

・１８年１１月、職員向けに、平易な説明責任態勢に係る解説資料「融資取扱Ｑ＆Ａ」を作成し、周知・啓
蒙に努めました。
・１９年１月、営業役席者を主体に「不公正取引の防止」の観点から、コンプライアンス研修及び「優越
的地位の濫用防止の事例研究」について解説を行い周知・啓蒙に努めました。
・融資部は、営業店を指導する立場から、「優越的地位の濫用防止の事例研究」を毎月1例づつ抽出
し、教材として検討を行っています。（５）顧客への説明態勢の整

備、相談苦情処理機能の強化

（３）事業再生に向けた積極的
取組み

（４）担保・保証に過度に依存しない融資の推進等

三島信用金庫



進捗状況実施スケジュール項目

・ 融資役席・担当者及び営業役席・担当者は、経営改善計
画の進捗状況を管理する。また、経営サポート室職員は各
担当者をフォロー、指導していく。
・ 営業係、融資係を対象に経営サポート室職員（中小企業
診断士）による「夜間セミナー」を継続的に実施する。
・ 外部講師による「事業再生支援セミナー」を実施する。
・ 新任融資役席を対象に融資トレーニー研修を実施する。

・ 全信協研修所主催「目利き力養成講座(上級編)」(１８年１１月)に１名参加しました。
・ 全信協研修所主催「地域支援推進セミナー)」(１８年１１月)に２名参加しました
・ 信金中金主催「中小企業経営支援実務研修」（１８年１２月）に、２名が参加しました。
・ 内部研修｢企業診断講座｣(１９年１月、２月)を開催し、経営サポート室職員が講師を務め、１８名が参
加しました。
・ 経営サポート室職員(中小企業診断士)を講師に内部研修｢企業診断セミナー｣を１９年１月から３月ま
でに４回にわたり営業係、融資係を対象に実施し、延べ４２名が参加しました。
・ 信金中金主催「地域振興支援実務研修」(１９年２月)に１名が参加しました。
・ しずおか産業創造機構主催「「中小企業もの作り基盤技術に関する法律」啓発・普及セミナー」(１９年
２月)に２名が参加しました。
・ 中小企業庁主催「中小企業再生支援セミナー」（１９年２月）に３名が参加しました。
・ 内部研修「企業再生支援講座」を経営サポート室主催にて実施。講師に石渡清和税理士を招き、各
店の融資担当役席５２名が参加しました。

・自己資本比率の算出方法の検証をするとともに、開示項
目の拡充を検討する。

・１８年１２月末を基準として、新ＢＩＳ規制基準で自己資本比率の資産を実施し、ＡＬＭ委員会で検討を
行いました。また、金利リスクの自己資本への影響度（アウトライアー）を試算しました。
・ 「自己資本管理規程」「自己資本比率算出等に関する基準」を制定し、算出方法の精緻化に務めまし
た。
・本部各部室を対象に信金中央金庫や証券会社を講師とした、セミナーを１８年度下期に２回実施しま
した。

・プライシング原案を作成し検討する。
・本格的ポートフォーリオ管理に向けた研究を行う。
・信用格付に基づく自己査定を開始し、決算が到来し信用
格付が決定した債務者から順次査定を行い、債務者区分
を決定する。

・旧伊豆信金との合併を期にプライシング事務取扱要領の改正を行いました。
・当地は、大規模震災が懸念されていることから、信用リスク計量化システムのストレステストを実施
し、リスク量の変化について研究を開始しました。
・プライシング制度による貸出金利の適正化（信用コスト･信用リスクの反映）を推進するとともに、固定
金利体系から変動金利体系へのシフトを推進しています。
・19年2月より、消費者向けカードローン「Ｄｕｏ(デュオ)」の取り扱いを開始しました。小口（10万円～200
万円）カードローンですが、これまでとは異なる顧客層への販売も企図して商品性を決定しました。3月
末日現在、1,054口座を成約しました。

・伊豆信金との合併もあり、広く意見吸収を行うため、アン
ケートを１１月から1か月程度の期間を設け実施する。
・１８年度半期ディスクロージャー誌の作成において、業界
の動向を参考に１７年度開示項目を見直し、１８年度の項
目を追加する

・ディスクロージャー誌の記載事項について一般取引先にアンケートを行い、意見吸収に努めました。
（全店より１，１２０人からの回答）
・業界の動向を参考に、１８年度半期ディスクロージャー誌においては損益状況についての開示を追加
しました。

・役員全員で全営業店を臨店し、「経営の最重要課題」であ
るコンプライアンスの啓蒙活動を実施する。
・役員を筆頭に部室店課長、各部署のコンプライアンス担
当者を本部に集め、外部講師による研修会を実施する。

・18年度は8月と2月の2回、全店および本部の全部署を臨店して、コンプライアンスに関する事象の
チェックと指導をしました。
・11月には、「コンプライアンス担当者会議」を開催し、上期のコンプライアンス事象、苦情事象について
検討、協議しました。

（４）法令等遵守（コンプライア
ンス）態勢の強化

（６）人材の育成

２．経営力の強化

（2）収益管理態勢の整備と収
益力の向上

（３）ガバナンスの強化

（１）リスク管理態勢の充実

三島信用金庫



進捗状況実施スケジュール項目

・ＩＣキャッシュカード導入を検討する。
・融資業務ＩＴ化システムの先行導入事例を研究する。
・ＣＲＤモデル３の導入を検討する。

・ＩＢ（インターネットバンキング）の推進を行いました。（下期新規契約　１１８先）
・ＩＣキャッシュカードの導入を検討し、１９年度上期の導入を決定しました。
・融資業務ＩＴ化研究の過程で「融資契約書発行管理システム」導入の検討をしました。
・信用リスク諸規定を制定し信用リスク管理手法を明確にしました。
・ＣＲＤモデル３は、１９年度導入する予定となりました。

・当金庫の有価証券ポートフォリオ分析を信金中央金庫に
依頼する。

・信金中金による当金庫有価証券ポートフォリオ分析を１９年２月に実施しました。

・18年度半期ディスクロージャー誌にて地域貢献等の情報
を開示する。

・18年度ディスクロージャー誌にて地域貢献等の情報を開示しました。

・「利用者満足度アンケート調査」を実施する。
・ディスクロージャーに関するアンケートを実施する。

・１８年１０月１日、クトロヴァッツ兄弟によるピアノ公開レッスンを実施しました。
・同友会会員を対象とした業種勉強会を実施しました。（１８年１２月製造業　３月建設業）
・１８年９月と１０月に実施したアンケート結果を、１９年２月にホームページに掲載しました｡
・１８年１０月お客さま担当者を１名配置して､相談・要望・苦情の受付の専担者としました｡
・１９年２月カードローンＤＵＯの発売に合わせて､３月からＦＡＸや郵便での申込みによる非対面販売が
可能な体制としました｡
・１９年２月に同友会会長、副会長会議を開催し、セミナー開催などの地域貢献活動状況を報告しまし
た。

・地域再生推進のための各種施策との連携を図っていく。
・地場産業である観光の活性化に取組む「伊豆ブランド創
生事業」の事業展開や「かかりつけ湯」のモデル施設に対
し、当庫として支援できる施策を検討し協力する。

・ 10月10日、2月24日、3月15日｢なごみの伊豆　なごみの道」の活動(推進会議、オープンフォーラム、
平成18年度活動報告会)に参加し、今後の活動方針や方向性について意見交換を行いました。
・ 10月12日、29日、1月22日、地域活性化スクランブルフォーラムの活動(全体会議、伊豆八十八ヶ所
巡礼ツアー)に参加、1月22日の全体会議では当金庫理事長がオブザーバーを努めるなど、同フォーラ
ムとの係わりを深めました。
・ 10月31日、静岡県食料産業クラスター協議会設立式典に参加し、同協議会との協力関係を構築しま
した。
・ 12月5日、土肥活性化委員会に参加し、｢恋人の里づくり｣など土肥温泉の活性化策について地元の
旅館組合、旅館経営者等と協議しました。
・ 1月25日、伊豆地域全体の持続可能な発展と｢ひとつの伊豆｣の実現に寄与することを目的に設立さ
れたＮＰＯ法人｢伊豆地域振興研究所｣に入会しました。
・ 2月25日、｢ＦＲＯＭ伊豆」の活動へ参加し、湯ヶ島温泉：(井上靖生誕100年)文学の道活動を視察しま
した。
・ 地域振興支援に係るスキルの向上を目的として、11月15日 信金中金主催｢第8回地域支援推進セミ
ナー｣、2月28日～3月2日 信金中金主催｢地域振興支援実務研修｣に、各1名計2名が参加しました。

（４）地域再生推進のための各
種施策との連携等

（５）ＩＴの戦略的活用

（６）協同組織中央機関の機能
強化

３．地域の利用者の利便性向上

（１）地域貢献等に関する情報
開示

（３）地域の利用者の満足度を
重視した金融機関経営の確立

三島信用金庫



・中小企業診断士を業種別担当者として配置し、そのノウハウ
を活用して起業、事業展開に資する情報を提供、成長段階に
応じた支援をしていく。
・取引先の中小企業新事業活動促進法申請に対し積極的に
支援する。
・営業店を通じ中小企業の経営革新の必要性を啓蒙していく。
・「支援強化ネットワーク」（しずおか産業創造機構）、「しずお
かスタートアップファンド」等を積極的に活用する。
・三島商工会議所との連携を強化するため「三島地区中小企
業支援連絡会」の開催を継続する。
・中小企業支援センターへ創業・新事業案件を積極的に持ち
込む。
・静岡県工業技術センター、県内大学、国立沼津高専と連携
し、情報交換を行う。
・しずおかベンチャーサポート（ＳＶＳ）の活用により取引先の
販路拡大を支援する。

・ 中小企業新事業活動促進法承認は、取引先への申請支援活動により１８年度２８件、通期で４０件承認と
なりました。
・ 事業所開拓担当者に対して経営革新説明会を１７年度２回、１８年度６回実施しました。
・ 当金庫営業店事業所組織（さんしん同友会）に対し、当金庫職員が講師となり１７年度１回、１８年度１回
「経営革新セミナー」を開 催しました。
・ 「支援強化ネットワーク」の専門家派遣制度を利用し、１７年度は４社、１８年度は１社に対し専門的アドバイ
スを実施しました。
・ 三島商工会議所との「三島地区中小企業支援連絡会」を１７年度４回、１８年度３回開催し、情報交換を図
りました。
・ １８年１２月に沼津高専が主催する「静岡県東部テクノフォーラムｉｎ沼津高専」に取引先２社を紹介し、産学
連携を強化しました。
・ １７年度に「しずおかベンチャーサポート」へ取引先企業６社を紹介し、販路開拓支援を行いました。

・「さんしんチャレンジクラブ」、「しずおかベンチャーサポート」
の活用を図りビジネスマッチングやＭ＆Ａの成約をめざす。
・「さんしんニュース」の内容を充実させる。
・商工団体、信金中金、信金キャピタル、外部専門家等からの
情報収集や連携強化を図り、経営相談、地域金融人材育成を
支援していく。
･要注意先債権等のうち、原則として与信残高が2億円以上か
つ経営者の改善意欲が高いと判断される先を63先抽出して経
営改善に取り組む。
・営業店は、融資･営業役席および担当者が一人一社の改善
支援先を選定し、経営改善計画書の策定を支援する。
・「延滞・赤字・書換先等債務者」についての金庫内ヒアリング
を5月と11月に実施し、取引先の実態把握と経営支援策を検
討、指示する。
・中小企業再生サポートシステム（ＣＳＳ）を活用し営業店に経
営診断書を配布、取引先への経営改善支援をサポートする。
・要注意先債権等の健全債権化の強化における実績（具体的
な取組み体制・先数・内容・ランクアップ数等）を取りまとめ、
ホームページ及びディスクロージャー誌で顧客に対しわかりや
すく公表する。

・ １７年度に「さんしんチャレンジクラブ」主催の経営革新セミナーを開催し、会員１４名が参加しました。
・「しずおかベンチャーサポート」に取引先６社を紹介、販路開拓の支援を行いました。
・「さんしんニュース」で、中小企業新事業活動促進法の概要説明や「しずおか新産業技術フェア」の案内を
実施いたしました。
・三島商工会議所主催で信金中央金庫の朝日氏を講師とし「ＰＦＩ」の研修会を実施しました。
・東海大学開発工学部主催の「産学官交流フェア」を当金庫が後援し、同大学との連携強化を図りました。
・１８年度、当金庫大村理事長が講師を務め「ユーザーから見た旅館経営（顧客は何を求めているか）」と題
した経営セミナー開催しました。
・当金庫経営陣を含め関係部署にて選定された６３先の経営改善支援に取組みました。改善計画書の策定
支援からモニタリングまで精力的に活動いたしました。
・ 営業店の担当として選定した１１９先にも経営改善支援に取組んでおり、１７年９月、１１月、１８年５月、１９
年２～３月に経営サポート室職員による４度の臨店指導を実施し、改善度合いの進捗状況の確認を行いまし
た。
・ 営業店に対し当金庫経営陣・資産管理部・融資部・経営サポート室が「延滞・赤字・書換先等債務者」につ
いてのヒアリングを５回実施しました。取引先の実態把握と改善支援の指示を行い、情報の共有化を図りま
した。
・ 経営診断書を作成し、取引先の現状分析や経営改善支援のサポートを行う中小企業再生サポートシステ
ム（ＣＳＳ）の周知徹底を図っています。１７年度の受付先数は５０６先、１８年度は５３先となりました。
・１８年７月に発刊した「平成１８年３月期ディスクロージャー誌（さんしんレポート2006）」に、「金融再生法開示
債権・リスク管理債権の実績」と、経営改善取組先の先数（１８２先）、ランクアップの先数（１７先）、当庫の取
組み体制や、ランクアップ、再生した企業の事例を具体的に公表しました。
・１８年１１月に発刊した「平成１８年半期ディスクロージャー誌（さんしんレポート2006.9.30）」では、「金融再生
法に基づく開示債権の実績」を公表し、併せてホームページにも掲載しました。

（２）取引先企業に対する経営
相談・支援機能の強化

進捗状況実施スケジュール項目

１．事業再生・中小企業金融の円滑化

（１）創業・新事業支援機能等
の強化

「地域密着型金融推進計画」の進捗状況（通期）

三島信用金庫



進捗状況実施スケジュール項目

・早期事業再生手法のノウハウを蓄積し、取組み先を選定して
手法を実践していく。
・中小企業再生支援ファンド案件を策定する。
・中小企業再生支援協議会案件を策定する。
・再生支援実績・再生ノウハウを取りまとめ、ホームページ及
びディスクロージャー誌に分かりやすく公表する。

・信金中金による再生ファンドの勉強会や再生支援協議会・静岡キャピタル主催のセミナー等へ参加しノウ
ハウの蓄積を図りました。
・１７年度に静岡中小企業支援ファンドによるエクイティ型を１件、債権買取型を１件実行しました。
・１８年 ９月に静岡中小企業支援２号ファンドへ出資（１５０百万円）し、中小企業の再生支援に積極的に取り
組んでいます。
・ １８年９月に静岡中小企業支援２号ファンドを活用した債権買取型案件を１件実行しました。また、ファンド
運営者である静岡キャピタルと定期的に情報交換を行っています。
・ 再生ファンドの活用を視野に入れた見込先の選定を継続的に行っています。
・ 平成１８年３月期ディスクロージャー誌に、「再生支援実績や再生ノウハウ」を公表しました。また、再生支
援実績の数値及び再生支援事例（ランクアップ事例）を２件公表しました。
・平成１８年９月期ディスクロージャー誌に「経営改善取組み事例（旅館業）」を公表しました。

①担保・保証に過度に依存
しない融資の推進

・スコアリングモデルを基本とした無担保・第三者保証のない
商品を開発する。
・保証協会の「メンバーズ保証」と当庫開発の「ビジネスロー
ン」を地区内の商工会議所等に積極的にＰＲする。
・一般査定先の債務者区分と格付結果の整合率を８５％以上
とする。
・リスク段階にあわせた商品と適用金利を研究開発する。
・新保証制度を利用した法人・個人に対する新商品を提供す
る。

・１７年８月よりスコアリングモデルを利用して、原則第三者保証と担保を必要としない商品「Ａクイツク」を発
売し、１０億円の目標に対し１２億円を融資しました。
・営業地区内すべての商工会議所、商工会、法人会に「メンバーズ保証」、「ビジネスローン」をＰＲし１７団体
とビジネスローン契約を締結しました。
・１８年４月より無担保、第三者保証不要のご近所支援ローン「お隣さん」を発売し、１，０９６件　３５億円を実
行しました。
・１８年４月より、格付結果を審査基準とした無担保、第三者保証不要の融資商品「スーパー・ゲットⅡ、Ⅲ」を
新設し、合計で５７６件　１０２億円を実行しました。
・９月より、無担保第三者保証なしの新商品「Ｆローン」を発売し、８３件　２億円を実行しました。
・一般査定先の債務者区分と格付結果の整合率を８５％以上とする目標でしたが、８２％に止まりました。

②中小企業の資金調達手
法の多様化等

・格付システムのＣＲＤスコアリングモデルと自己査定の債務
者区分を活用し、優良取引先を対象とした融資を商品化する。
・ＴＫＣローンのＰＲ活動と取扱を拡大する。
・地区内商工会と連携して商工会提携ローンを拡大する。
・スコアリングモデルを活用したミドルリスク先への商品を開発
する。
・ノンリコースローンの開発を行う。
・スコアリングモデルを活用したハイリスク先への商品を開発
する。

・１７年８月にＣＲＤスコアリングモデルを利用した新商品「Ａクイック」を発売しました。
・ＴＫＣローンは１８年１１月から取扱いを開始しましたが、実績はありませんでした。
・ＣＲＤスコアリングモデルと信用格付結果を基準として、優良取引先を対象として店長決裁権限を拡大した
融資商品「スーパーゲットⅡ、Ⅲ」を発売しました。
・沼津市のＰＦＩ事業に係るＳＰＣへの資金供給を、沼津信用金庫・駿河信用金庫とシンジケートローンで対応
することを決定しました。
・合併により新たに営業エリアとなる東伊豆地域の商工会議所・商工会へメンバーズローンの提携を依頼し
ました。
・ミドルリスク先をターゲットとした「Ｆローン」を１８年９月より発売しました。

・「与信取引に関する顧客への説明態勢に係る取扱規程」及
び事務取扱要領に基づき職員を指導する。
・営業店臨店により説明態勢強化のための指導をする。
・契約書の見直しによる説明態勢を強化する。
・顧客説明態勢の事務フローを見直す。
・規程、要領、マニュアルの見直しと改訂を実施する。
・苦情内容の分析とこれに対応する職員研修を実施する。

・１７年度、１８年度をとおし、融資役席研修会・コンプライアンス会議・営業担当役席者会議・融資実務者研
修会・営業担当役席者会議等において、説明責任の重要性について階層別に職員への研修指導を行いま
した。
・１７年度、１８年度各２回営業店臨店を行い、説明責任態勢の重要性について指導を行いました。
・１７年１０月に特約書の改正と整理を行いました。
・融資事務フロー表を作成し各研修会で活用するとともに、実務手順を明確にすることで、融資実行後の検
証方法の再徹底を図りました。
・１８年９月に説明責任態勢の強化のために「与信取引に関する顧客への説明態勢に係る取扱規程」と「与
信取引に関する顧客への説明態勢に係る事務取扱要領」を改正し、１０月より施行しました。
・顧客への説明方法の明確化と、職員の説明能力向上のために「貸出関係説明マニュアル」を作成し、全店
に配布しました。
・１８年９月中に審査担当者が全営業店を訪問して、説明責任の重要性を再徹底するとともに、苦情につい
ての内容調査と発生防止についての指導を行いました。

（５）顧客への説明態勢の整
備、相談苦情処理機能の強化

（３）事業再生に向けた積極的
取組み

（４）担保・保証に過度に依存しない融資の推進等

三島信用金庫



進捗状況実施スケジュール項目

・当地優良旅館に中小企業診断士資格を有する職員を出向さ
せる。
・全信協等が主催する「目利き能力養成講座」「企業再生講
座」に職員を派遣する。
・融資役席を対象に「事業再生支援」研修を実施する。
・ 融資役席・担当者及び営業役席・担当者は、一人一社を選
定し、経営改善計画の進捗状況を管理する。また、経営サ
ポート室職員は各担当者をフォロー、指導していく。
・ 新規開業、独立創業、新分野進出、事業多角化など経営革
新にチャレンジし、経営基盤の強化を目指す中小企業の支援
のため、(財)しずおか産業創造機構へ職員を出向させる。
・「目利き力養成、事業再生支援」を目的とした庫内研修を実
施する。
・営業係、融資係を対象とした「夜間セミナー」を継続的に実施
する。

・１７年４月から１１月の間、当金庫取引先旅館へ職員を出向させ実務研修を実施いたしました。
・１７年度、１８年度に「目利き能力養成講座」「企業再生講座」ほか各種研修会へ積極的に職員を派遣いた
しました。
・ 中小企業診断士育成の為に、１８年６月より県協会主催「中小企業診断士第一次試験対策スクーリング」
に５名を派遣しています。
・１７年６月より融資役席・担当者及び営業役席・担当者は、一人一社を選定。全店で１８２先に対し、経営改
善支援に向けた取組みを開始しました。
・経営基盤の強化を目指す中小企業支援のため、(財)しずおか産業創造機構へ職員１名を出向させておりま
す。
・ 企業診断能力の向上と顧客にアドバイスできる職員の養成を目的に、経営サポート室主催「企業診断セミ
ナー」を１８年度オープン形式で９回開催。述べ１００名が参加しました。

・新ＢＩＳ規制対応の作業部会を設置し、管理手法を決定する
とともに具体的算出方法を検討する。
・金利リスクの自己資本への影響度を検証する。
・新ＢＩＳ基準での自己資本比率を試算する。
・自己資本比率の算出方法の検証をするとともに、開示項目
の拡充を検討する。

・１７年９月に新ＢＩＳ規制作業部会を発足させ、具体的検討作業に入りました。
・信用リスクの計測手法を標準的手法とし、簡易的な方法ではあるが新ＢＩＳ規制基準での自己資本比率を
試算するための準備を実施しました。
・ＡＬＭ委員会において、１８年９月末現在の伊豆信用金庫との合算した計数により、金利リスク量を計測し、
自己資本への影響度（アウトライヤー）を試算しました。
・本部各部室を対象に信金中央金庫等の外部講師によるセミナーを２回実施しました。
・自己資本比率、金利リスク量については１８年度決算を見込んで試算を行いました。
・１８年３月に「自己資本管理規程」を制定しました。

・信用リスク計量化システムの精度を検証し、カスタマイズを促
進する。
・信用格付の取扱量を拡大させるとともに、精度向上のための
営業店指導を行う。
・一般査定先の債務者区分と格付結果との整合率を８５％以
上とする。
・信用リスク計量化システムのによる基準金利表の素案を作
成する。
・自己査定に係る規程・要領の見直し、整備を行う。
・信用格付けから債務者区分を決定する態勢を検討し、概要
を決定する。

・一般査定先の債務者区分と格付結果との整合率を８５％以上とすることを目標としましたが、８２％に止まり
ました。
・信用リスク計量化システムのカスタマイズを促進しています。
・法人信用格付先数は、１９年３月末で２，５９２件となり、概ね計画どおりとなりました。
・格付ランクやＣＲＤスコアリングモデルを審査基準とした新商品を発売することによって、営業店に企業信用
格付の定着を図りました。
・格付ランクやＣＲＤスコアリングモデルを審査基準として、店長決裁権限を拡大することにより、審査の合理
化と迅速化を図りました。
・信用格付に沿ったプライシング制度の定着が進んだことから、より整合的である「プライシング事務取扱要
領」に改正しました。
・信用リスク計量化システムのカスタマイズを促進し、業種区別においてサービス業から宿泊業を独立させ
て、信用リスク量の監視を行うこととしました。

・主要会員取引先に対して説明及び意見吸収を行う。
・前年度意見を総代会に反映させる。
・半期ディスクロージャー誌の作成において、業界の動向を参
考に開示項目を見直し項目を追加する。

・１８年６月の総代会開催前に、役員により主要会員先に対して決算状況等の説明を行いました。（４８１名）
・１８年７月発行のディスクロージャー誌に総代会制度についての事項を掲載しました。
・全国信用金庫協会が行った開示項目の見直しや近隣金庫の状況を参考に、１８年度半期ディスクロー
ジャー誌においては損益状況についての開示を追加することとしました。

（６）人材の育成

２．経営力の強化

（2）収益管理態勢の整備と収
益力の向上

（３）ガバナンスの強化

（１）リスク管理態勢の充実

三島信用金庫



進捗状況実施スケジュール項目

・コンプライアンス担当者研修会を実施する。
・勉強会実施報告に基づく臨店指導と指導・教育を行う。
・個人情報保護法のロードマップに基づき計画的に消化する。

・年間２回のコンプライアンス担当者会議を実施しました。
・コンプライアンス態勢の見直しを実施し、１８年４月よりコンプライアンス・オフィサーを廃止しました。
・１８年８月に全店を臨店し、コンプライアンスの指導を行いました。
・１９年３月にリスク管理室をリスク管理部に格上げし、リスク管理課とコンプライアンス課に分離して態勢の
強化を図りました。

・オンラインネットワークの再構築とオンライン制御装置の更改
をする。
・法人ＩＢ（インターネットバンキング）の推進と個人ＩＢの導入
・信用リスク計量化システムのテストランの実施と検証。
・オンライン端末機を更改する。
・情報統合システム基盤の研究と導入。
・外為システムを検討する。
・不動産担保評価システム、内部格付システムのＷｅｂ化を検
討する。
・ＩＣキャッシュカード導入検討。

・オンラインネットワークを再構築し、制御装置の更改を行いました。
・法人ＩＢ（インターネットバンキング）の推進を行いました。（新規契約　３６９先）また、個人ＩＢの取扱いを開始
しました。
・信用リスク計量化システムのカスタマイズを行い「宿泊業」の信用リスク量計測を可能としました。
・情報統合システム基盤（ＤＷＨ）を導入しました。
・共同センターの外為システム説明会へ出席しました。
・プライシング事務取扱要領の改正を行いました。
・不動産担保評価システム、内部格付システムのＷｅｂ化の検討を行いました。
・ＩＣキャッシュカードの導入を検討し、１９年度上期の導入を決定いたしました。

・当金庫の有価証券ポートフォリオ分析を信金中央金庫に依
頼する。
・投信窓販全店展開に伴う研修会を信金中央金庫に依頼す
る。

・信金中央金庫による有価証券ポートフォリオ分析を１７年度、１８年度ともに実施しました。
・信金中央金庫による投信窓販研修会を１８年７月から９月にかけて３回開催しました。

ディスクロージャー誌、ミニ・ディスクロージャー誌にて地域貢
献等の情報を開示する。

ディスクロージャー誌、ミニ・ディスクロージャー誌にて地域貢献等の情報を開示しました。

・同友会員に対し地域貢献状況等についての情報を開示す
る。
・「利用者満足度アンケート調査」の結果を受けた経営改善策
を検討、実施する。

・１７年度の「利用者満足度アンケート調査」を１２月に実施しました。
・ 同友会会員を対象に１８年６月に旅館・民宿業、９月に流通業の勉強会を実施しました。
・ 地域貢献活動として１８年１０月１日に、クトロヴァッツ兄弟によるピアノ公開レッスンを実施しました。
・ １８年度の「利用者満足度アンケート調査」を９月、１０月に実施しました。
　実施店舗　三島信金３７店舗及び旧伊豆信金１５店舗
　調査方法　①各店舗の来店客２０名にアンケートを実施。
　　　　　　　　②１０月２日、３日、４日に開催した合併記念コンサートの入場客に対しアンケートを実施。
　　　　　　　　①、②とも無記名方式
・アンケート結果を１９年２月にホームページに掲載しました。
・１８年１０月よりお客さま担当者として１名配置し、相談・要望・苦情受付の専担者としました。

（５）ＩＴの戦略的活用

（６）協同組織中央機関の機能
強化

３．地域の利用者の利便性向上

（１）地域貢献等に関する情報
開示

（３）地域の利用者の満足度を
重視した金融機関経営の確立

（４）法令等遵守（コンプライア
ンス）態勢の強化

三島信用金庫



進捗状況実施スケジュール項目

・地域再生推進のための各種施策との各種団体との連携を
図っていく。
・地場産業である観光の活性化に取組む「伊豆ブランド創生事
業」の事業展開や「かかりつけ湯」のモデル施設に対し、当庫
として支援できる施策を検討し協力する。
・商工会議所の会員、市役所の職員に対しＰＦＩの勉強会を実
施する。

・ 「伊豆ブランド創生事業」の計画立案に際し、土肥温泉旅館組合が進める「恋人の里」事業に関しての検討
委員会に計１０回出席し、現状把握、課題抽出、提言を行いました。
・「かかりつけ湯」モデル施設協議会の設立総会へ出席し、取引旅館へ情報提供を行いました。取引先７旅
館が「かかりつけ湯」モデル施設に登録しました。
・１７年７月より「地域活性化スクランブルフォーラム」の会員となり、伊豆八十八ヶ所巡りの企画・運営及び参
加を行いました。
・ １８年２月より参画している「下田街道活用推進協議会」、「伊豆の道」会議が、６月に「なごみの伊豆　なご
みの道」推進会議となり、当金庫も引続き参加団体として加わり、事業に協力しています。
・１８年 ６月２８日、７月２２日、９月１２日に地域再生プロジェクト「地域活性化ｽｸﾗﾌﾞﾙﾌｫｰﾗﾑ」の「伊豆八十
八ヶ所巡り出会いの旅」の打合せ会に出席、７月３０日「伊豆八十八ヶ所巡り出会いの旅」に理事長他役員
が参加し、連携を図りました。
・１７年９月に信金中央金庫の朝日氏を講師として「ＰＦＩ」の研修会を三島商工会議所の会員に実施しまし
た。

（４）地域再生推進のための各
種施策との連携等

三島信用金庫


